
青葉区青少年指導員 広報誌
令和 7年 9月発行
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青少年指導員とは、地域の子どもたちが健やかに成長できるよう、

見守りや体験活動を通じて支援する地域ボランティアです。

横浜市では、自治会や町内会などから推薦を受け、市長や県知事から委嘱されて活動しています。
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災害シアター体験
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儡月艤日 (日 )電叫:参⑮ ～ 於》横浜市民防災鬱響鬱―

地震シミュレーター (最大震度7)棒畿
両手で、しつかリバーを掴まないと、立っている事すらできない、物凄い揺れです。

≪情報≫・ 日本の気象庁は、震度階級を0,1,2,3,4,5弱 ,5強,6弱,6強,7
の10段階に分類しています。

・震度は揺れの強さ、地震のエネルギーはマグニチユードで表し、マグニ

チュードが1増えると、エネルギーは約32倍になります。

火災シミュレーター ハザードマップ鍵勉強
青葉区洪水ハザードマップ、青葉区内水

ハザードマップを見ながら自宅周辺の状

況を学びました。

≪情報≫

・風水害警戒レベル

①絣 舗販巨F感轟羅護鷺融5曇遷政
① 藤 餞 騨 ら警惑レベル3で儘齢著等餞遵動 ,警浦レ～

レ4で倹員選難 '責す。
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・ 災害時に備えて必要なもの

①飲料水と食料

少なくとも3日分、できれば1週間分の

水と、すぐに食べられる非常食。

②非常持出品

懐中電lXT、 携帯ラジオ、貴重品、常

備薬、身分証明書、現金等。

豪雨に因る浸水、火災、停電を体験 消火器を使つた消火体験

加藤 誠 /鈴木秀幸/代古輝雄 /内野慶久 /横山真也 /金平 昌幸/松本洋一
岡田静乃 /扇原 剛/磯部明宏 /小宮山桂 /花野年秀 /古石吉秀 /田中圭子
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専用バスによる送迎サービス

―ゞスイラ多勇;レの '普1
ダブル体制

最目20時半までお預かり延長可

1日を通し、

多彩なプログラム

すべてを英語で

メールで入退室ご連絡

葉譲031001100169361当轟轟/tl:“■||¨lt:1111=|

Kids Duo青葉台
青葉区桜台25-1
青葉台駅徒歩13分

Kids Duo青葉台駅前
青葉区つつじが丘23-7
ニック青葉台ビル1階

青葉台駅西□徒歩5分
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